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六
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夏
季
俳
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【
選
句
に
つ
い
て
お
願
い
】 

一
、
お
一
人
五
句
選
句
し
て
頂
き
、
そ
の
「
句
番
号
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

二
、
選
句
の
内
「
特
選
句
」
一
句
の
番
号
の
後
ろ
に
「
特
選
」
と
記
入
し
て
下
さ
い
。 

三
、「
特
選
句
」
に
つ
い
て
、
五
〇
文
字
以
内
で
句
評
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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十
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順
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